体外離脱で知る､本当の自分
序　　　登場人物のご紹介
１章　体外離脱体験
人は死んだらどうなるの？
死後は無と言う科学者は非科学的
脳内現象では説明しきれない体外離脱体験
肉体とは独立に存在する『自分』
自分とは「意識」
霊・魂　⇒　意識（肉体とは別に存在する自分自身）、
肉体ではない自分があり、そっちのほうが主体。

｢意識」は物質ではない。

· 未知の存在、今までの科学では知られていなかった存在。
· 物質なら、遠い場所へ一瞬では移動できない。（どんな物も光の速度よりも速く移動できないという物理の原理に反する）

· 非物質

（今の科学で知られている物質や物質的なエネルギーではない。）

例：愛情とか憎しみとか悲しみとか喜びなど人間のもつ感情。

物質的には単なる紙切れでも、お札には千円、五千円といった物質ではない価値がある。

｢意識」は時間と空間に束縛されない。

· 物質は空間と時間に縛られる。
· 意識は非物質なので、本来は空間や時間に束縛されない。

「意識」のスペクトル
· 「意識」の周波数、たまたま３次元物質界の周波数に合っているから、この世界のことを体験している。
· 「意識」のダイヤルを合わせれば、つまり、テレビのチャンネルのように､どこに焦点を合わすか(フォーカスするか)で、見えてくる世界が違い、その世界のことが体験できる。
体外離脱体験
自分とは肉体だと信じているときは､肉体と「意識」は常に一致している。⇒　｢幽体離脱する｣と信じる。
通常の目覚めているときのような「明らかな自覚を持ったまま」眠ると「自分」が自分の「意識」が何をしているのかはっきりと把握でき、記憶に留めておくことができる。
ヘミ・シンク
· ロバート・モンローが開発した音響技術
· ヘッドフォンで左右の耳に周波数の若干異なる音を流すと肉体は熟睡しながら、意識だけ目覚めているという状態がつくりだせる。
フォーカス・レベル
◆フォーカス１０
物質界からずれていくと、最初にフォーカス10という状態に至る。

意識は明らかで肉体は眠っている状態。

｢意識」が非物質的な姿を現し始める最初の段階

｢意識｣が非物質的な性質を持ち出したために、五感を超えた知覚が芽生え始める。本来の姿に戻るにつれ、徐々に現れてくる。

ESP　(超感覚的知覚)

◆フォーカス１２
｢意識」が空間的な束縛から完全に自由になり、広がっていくと同時に、五感を超える知覚が明らかになってくる状態
・スクリーンが広がり、風景が映し出される。直感が鋭くなる。ガイドからメッセージをもらう。
・願望実現のために自分の将来をセッティング
・体の具合の悪いところに生命エネルギーを流し込んで癒したりできる。
・ESPが働く。
◆フォーカス１５
空間だけでなく､時間的な束縛からも自由になる。（過去、未来へ）
予言や予知が可能になる。
未来は不確定。自分が何をしていくか、世の中の人が何を選択していくかで未来が変わる。

創造エネルギーの源にアクセスすることで、創造性を発揮したり、自分の思いを具現化すしたりすることが可能性となる。
自分は将来こうなりたいという将来像がここで設定できる。
結果はトータル・セルフが決める。
◆フォーカス２１
別のエネルギー系への架け橋。３次元物質世界の縁。
一歩先は死後の世界。境界。

自分のガイドなど、自分のことを見守り､手助けしてくれる存在たちと会い、親交を深める。

◆フォーカスレベルのご案内（１０～２１）　　　　　　　おまけ
ヘミ・シンクと体外離脱体験
自分が二つに分かれたような感じ。普通に抜け出たときは肉体のことはほとんど感じられない。両者には違いがある。
２章　死後世界の構造
フォーカス２３以降の世界
自分の心で思い描くことが、そのまま形になる世界
フォーカス２３／囚われの世界
・自分が死んだことに気づかず、死んだときのままの状態にとらわれている人。幽霊
・自分の想いの生み出す世界にどっぷりと浸かりその中に囚われている人。現実の世界とは完全に切り離された世界。外から中が見える。永遠に続く世界。孤地獄
フォーカス２３の世界／体験１
幽霊の世界／部屋に閉じ込められて出られない女性
フォーカス２３の世界体験２
　　　孤地獄／各自の想いが生み出す世界
フォーカス２３の世界／体験３
　　　永遠に何かをし続ける人々
フォーカス２３の世界／体験４
　　　墓の下に眠る人々
フォーカス２４～２６／信念体系領域
死後10～8・9人はある意味喜んでこの領域に入っていく。
コチコチの宗教観、価値観、欲や怒り、うらみ、愚痴、こういった心が人をこの領域に向かわせる。
フォーカス２４～２６の世界／体験１
　　　想いが具現化する信念体系世界
フォーカス２４～２６の世界／体験２
　　　疑似天国、儀式や式典に出席し続けている限りここから落ち

　　　ることはないと信じている人の作り出した世界
フォーカス２４～２６の世界／体験３
　　　戦いに明け暮れる男たち
フォーカス２７／輪廻転生の準備の場
単独でここに来る人はまれで、ヘルパーやガイドと呼ばれる知的存在の手助けが必要
フォーカス２７／さまざまな場　　　次の生を計画する場
　　　受け入れの場
　　　癒しの場
　　　ガイドから一方的に言われる
　　　過去世データが貯蔵されている場（資料館）＝　アカシック・　 　　　  　　   　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レコード　⇒　(※エドガー・ケーシーの例)
　　　生まれる順番を待つ場
　　　昏睡状態にする場
　　　次の人生へ送り出す場
フォーカス２７／知的存在たちが働く世界
　　　他の生命体系と情報交換するＣＩ(コーディネーティング・イ　　　　　ンテリジェンス)
　　フォーカス２７／体験１
　　　さまざまな施設と光景が広がる
　　　群盲象をなでる
　　　フォーカス２７にもあるモンロー研究所
　　フォーカス２７の世界／体験２
　　　受け入れの場
　　フォーカス２７の世界／体験３
　　　癒しの場
　　フォーカス２７の世界／体験４
　　　ヘルパーなどの知的生命体の姿
水銀で作った人形のようなエネルギー体
◆フォーカスレベルのご案内（２３～２７）
３章　過去世への旅
フォーカス１５と過去世体験
・何か今の自分にとって重要な意味のある過去世をガイドが見せてくれる。
過去世への旅／その１
　　　例：南洋の島（坂本氏の場合）
過去世への旅／その２
　　　例：中世ヨーロッパ（坂本氏の場合）
過去世への旅／その３
　　　例：ギリシャ・エジプトの僧侶（坂本氏の場合）
　　　過去世が未来のこともある(モンローの場合)
４章　輪廻を超えた世界へ
フォーカス３５の世界／その１
　　　トータル・セルフ　I・There(向こうの自分)　Ｉ･Ｔ

過去世の自分と現世の自分の総体
フォーカス３５の世界／その１（つづき）
時間というものはこの領域ではあまり意味をなさない。
フォーカス３５の世界／その２
　　　ガイドとその姿
フォーカス３５の世界／その３　　　　地球生命系から出る
太陽系内を探索できる。

弱肉強食の世界で「生き残って子孫を残すこと」のみが善とされる世界から自由になること

異星人の大集合
これから地球生命系で起こる一大変化を観察するため

2012年をピークとして大量の生命エネルギー(無条件の愛)が地球生命系に注入する。大きな変化が起こる。(アセンション・アースチェンジ・ビッグプラン)
具体的なことは誰にもわからない。

人類はどうなるのか？－二つの価値観で二極化する？

フォーカス４２の世界／その１
Ｉ・Ｔ（トータルセルフ）の集合体、Ｉ・Ｔクラスター(集団)
エネルギー体
フォーカス４２の世界／その２　　　　太陽系から出る
シリウス、アークチュルス、プレアデス星団など
宇宙には生命エネルギーが満ち溢れている。
非物質エネルギーの生命体にも遭遇した。

ケンタウルス座アルファのそばの惑星

オリオンの三ツ星の近傍にある小さな星の惑星では太古に文明が発達し、その後滅亡した。
フォーカス４９の世界／その１
　　　Ｉ・Ｔスーパークラスター
無限に続くと思えるＩ・Ｔクラスターの海
フォーカス４９の世界／その２　　　　銀河系から出る
　　　クラスター・カウンシル（高次の意識存在）
　　　銀河系のコア（中心核）も訪問できる。

銀河コアに近づくとその中心へ向かう生命エネルギーの猛烈な流れがあり､逆に外へ出る生命エネルギーの流れもある｡
フォーカス４９を超える世界／その１
　　　スター・ゲートから先へ
フォーカス４９を超える世界／その２
　　　Ｉ・Ｔスーパー・スーパー・クラスター
５章　意識の歴史と生命のエネルギー
森羅万象と意識
すべての存在にある意識
宇宙のあらゆる存在が生命エネルギーの脈動

　　　植物、動物、無機物(星や銀河などの天体､岩､結晶、風など)

　　　あらゆるものが生命の息吹であり､脈動なのです｡

脈動とは躍動であって､生命エネルギーの躍動感がほとばしり出ている姿。その脈動が「意識」
生命エネルギー＝生命力、創造性、愛、知性、好奇心
新しいものを生み出す創造性、

すべてを受け入れる無条件の愛
崇高な知性、好奇心

白くまばゆく輝くエネルギー
生命エネルギーの源
宇宙のすべての存在は宇宙を含めて、生命エネルギーが形を取って現れ出たもの
フォーカス49を超えて上に上がって行くにつれ､意識がどんどんいろいろな生命体につながっていくことがわかる。

あるところまで行けば、すべての存在につながる段階、
つまり「源」へ行き着く。
生命エネルギーの源、創造的エネルギーの源
（いわゆる神、創造主）
ブルース・モーエンの見出した意識の歴史
モンロー研での体験を4冊の本に表した。

はるか昔（時間も空間も存在しない、つまり存在する前）
　　　自分自身のことを認識する存在、光の球

無条件の愛
わたしたちは光の球の子孫
光の球の遺伝子を持つ
好奇心に満ち満ちている
６章　人間卒業とスーパーラブ
人間体験は卒業するためにある
輪廻からの卒業
人間界、学校を卒業する

　　　｢スーパーラブ（超愛）」を学ぶ
生命力、命、創造性、愛、知性、好奇心…それらの総和を超えたもの

具体的に何をやるべきかは、「ガイド」が知っている

ガイドの導きに従って生きていくことが大切

（※内なる声を聞く、内観法を身につけるとよいのでは？）

あとがき
・人の想いが生み出したものは、この物質界のものと同じような見え方をする。一人の生み出したものは淡く、大勢の人間の生み出したものは、はっきりと見える。

・それに対して、人などの生命体はその人の想いが固定している、フォーカス23から26では、はっきり見える。
その場合､変化が乏しいので、写真の切り抜きのような見え方をする。

・想いが自由になるにつれ、エネルギー体本来の姿に戻り、見え方も想いに応じて変化が激しくなる。

こちらの解釈の入り込む余地があり､そのため見え方が変化する｡
・フォーカス27でヘルパーたちはある役割を演じる際には、その役になりきり想いを固定するが、それでも、エネルギー体としての見え方が残ってしまう。

・非物質界での体験は個人差がある。あくまでも参考にすべき。
巻末資料　アクアビジョン・アカデミー　成田市加良郡1-1-3
電話･FAX 043-423-8411『わかりやすい！ 絵で見る　死後体験』
体外離脱の世界　http://www.geocities.co.jp/Technopolis-Mars/1869/
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡　　　　　2011.1.18
エリザベス･キューブラー･ロスがロバート･モンローとモンロー研究所を。モンローがブルース･モーエンを。そして坂本政道の『死後体験Ⅱ　　Ⅱ　　　』の古くなった「新刊」案内の切り抜きが４人を見事につないでくれた。





アンビリーバボー､
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我が家では､父と長男(夫)と孫(二男)と私とを見事につないでくれた｡


そして、私が利用しやすい市内の図書館には坂本政道の本はこれ１冊のみ。だが、奇跡的なタイミングで私の前に現れた。皆、本当にツイている。このツキを分かち合いたい。








